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⚫ .NET6 サポート

⚫ COBOL 言語

⚫ OpenESQL プリプロセッサ

⚫ Interface Mapping Toolkit

⚫ Micro Focus Unit Testing Framework

⚫ Eclipse IDE

⚫ Visual Studio IDE

⚫ Micro Focus Database File Handler（MFDBFH）

⚫ データ ファイル ツール

⚫ Eclipse / Visual Studio サポートバージョン
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⚫ Enterprise Server Common Web Administration（ESCWA）

⚫ スケールアウト パフォーマンス / 可用性クラスター（PAC）
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⚫ JES 開発機能

⚫ CICS 開発機能

⚫ PL/I サポート

⚫ JES 実行機能

⚫ ターミナル エミュレーション



⚫ 対応プラットフォーム (*1)

⚫ 対応データベース

⚫ 対応 Java バージョン (*1)

⚫ 対応 Java Application Servers /対応 Middleware (*1)

4
© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

*1) 最新情報は製品の稼働環境をご確認ください。

Visual COBOL 8.0J / COBOL Server 8.0J：

「よくあるご質問」>「Visual COBOLの稼働環境は？」

Enterprise Developer 8.0J / Enterprise Server 8.0J：

「よくあるご質問」>「エンタープライズ製品の稼働環境は？」

https://www.microfocus.co.jp/mfproducts/cobol/faq/visualcobol/#101
https://www.microfocus.co.jp/mfproducts/enterprise/faq/#101


開発環境機能の強化



◼ .NET6 サポート

COBOL 資産の活用

⚫ これまでサポートされていた .NET Core 3.1 に替わり、長期サポートの

クロスプラットフォーム .NET6 をサポートしました。

⚫ .NET6 プラットフォームを利用することで、Windows / Linux 双方で

稼働する COBOL アプリケーション開発が行えます。
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目次へ

Visual Studio



◼ COBOL 言語（1/2）

⚫ IBM Enterprise COBOL 6.3 との互換性（1）

⚫ JSON PARSE, JSON GENERATE が匿名オブジェクトに対応しました。

新たに CONVERTING 句がサポートされました。

⚫ COMBINED-DATETIME, FORMATTED-CURRENT-DATE など日時関連の

組み込み関数や UUID4 関数が新たに追加されました。
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目次へ

Eclipse Visual Studio



◼ COBOL 言語（2/2）

⚫ IBM Enterprise COBOL 6.3 との互換性（2）

⚫ DYNAMIC LENGTH 句が マネージ COBOL (JVM COBOL, NET COBOL) に

対応しました。

⚫ AMODE コンパイラ指令が拡張され、LP”64” をエミュレートする

AMODE”64” が追加されました。

⚫ マネージ COBOL 機能

NAME OF 句が追加され、非修飾の項目名を返却することができます。
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目次へ

Eclipse Visual Studio



◼ OpenESQL プリプロセッサ

⚫ SQL エラーマッピング機能の追加

SQLCODE や SQLSTATE といったデータベースとの通信時に戻されるエラー

情報を設定ファイルによってカスタマイズできます。この機能により、複数

データベースと通信するプログラムや、異なるデータベース移行時のプログラ

ム改修量を削減することができます。
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目次へ

Eclipse Visual Studio

通常

設定ファイル有効後



◼ Interface Mapping Toolkit

⚫ リソースベースの REST API 開発

Visual Studio IDE に提供されていたリソースベースの REST API 開発が

Eclipse IDE でも可能になりました。

10
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目次へ

Eclipse



◼ Micro Focus Unit Testing Framework（1/2）

⚫ IDE 上から自己完結型テストの作成

プログラムと単体テストの間の継ぎ目として機能する MFUPP プリプロセッサ

を利用したセクションと段落を直接テスト可能な形式をユニットテスト作成時

に選択できるようになりました。
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目次へ

Eclipse Visual Studio



◼ Micro Focus Unit Testing Framework（2/2）

⚫ dotnet コマンドを利用した .NET6 アプリケーション開発

dotnet コマンドを利用して .NET6 アプリケーション向けの単体テストプ

ロジェクトの作成からビルド、テスト実行までが行えるようになりました。
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目次へ

Visual Studio



◼ Eclipse IDE（1/3）

⚫ Maven サイクルを利用したネイティブ COBOL 開発

COBOL プロジェクト、COBOL ユニットテストプロジェクトで

Maven サイクルを利用したコンパイル、テスト実行が可能になりました。

⚫ 指令の自動確定設定

プロジェクト設定の DIALECT と SQL 指令とインポートするプログラム内

容に差異がある場合、ファイル固有設定として指令の自動設定・解除を行う

機能が追加されました。プロンプト画面上での適用指示や無効化することも

できます。
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目次へ

Eclipse



◼ Eclipse IDE（2/3）

⚫ コードクリーンアップ設定の共有

PIC / PICTURE 句の統一などのコードクリーンアップ設定のインポート、

エクスポート機能が追加され、開発者間で同じ設定を利用できるように

なりました。

⚫ コンパイル・リンクの並列実行数設定

IDE 上の自動ビルドが無効の場合、右クリックからのコンパイル指示で

並列実行数を設定できるようになりました。

⚫ コピーブックパス追加時の位置指定

コピーブックパスの追加位置を、コピーブックパスリストの先頭・最終を

選択できるようになりました。
14
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目次へ

Eclipse



◼ Eclipse IDE（3/3）

⚫ コードマイニング

セクションや段落の呼び出し回数がエディター上で表示され、呼出し元を

一覧として表示できるようになりました。

⚫ end デリミタへのツールチップ表示

end デリミタにカーソルを合わせることで、対応する IF や EVALUATE 句

をツールチップとして表示し、プログラム構造把握を容易にします。
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目次へ

Eclipse



◼ Visual Studio IDE

⚫ エディター上のキーワード強調機能

見出し部や、COPY, EXEC 句のキーワード強調機能を改善しました。

⚫ デバッグ時のローカルウィンドウのサポート

デバッグ中のステップで使用するデータ項目情報のみを表示することで、

デバッグ時の値確認や変更を容易に行えます。
16
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Visual Studio
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SQL Server

PostgreSQL

Oracle

Db2

データベース
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◼ Micro Focus Database File Handler（MFDBFH）

ソースの変更を必要とせずに COBOL 標準ファイルをデータベースで管理可能な

MFDBFH 機能が、ネイティブ COBOL 全般で利用できるようになりました。

従来の COBOL ソース

コンパイラ

Enterprise Server

ネイティブコード

COBOL 
標準ファイル

JES 関連
ファイル

CICS 関連
ファイル

目次へCOBOL Server で MFDBFH の利用をご希望の場合は、弊社営業までご相談ください。

Eclipse Visual Studio



◼ データ ファイル ツール

⚫ MFDBFH 接続

ファイルを格納しているデータベースと接続して、KSDS フォーマットの

VSAM ファイルを操作できるようになりました。
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目次へ

Eclipse Visual Studio
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◼ Eclipse / Visual Studio サポートバージョン

⚫ Eclipse 4.20（2021-06）

製品に同梱されています。

◼ Visual Studio 2017, 2019, 2022 をサポート

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

・上記以外のバージョンはサポート対象外となります。
・Eclipse を実行するには 64 ビットの Java 11 が必要です。
・Adoptium OpenJDK Temurin 11 がインストールされます。

.NET6 を使用する場合は Visual Studio 2022 が必要です。

目次へ



実行環境機能の強化
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◼ Enterprise Server Common Web Administration（ESCWA）

⚫ 高度なプロパティ管理

プロパティリストをグループ別に分類して管理できる高度な設定画面が追加

されました。動的とマークされたプロパティは、インスタンスが開始されて

いても更新することができます。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ

COBOL Server Enterprise Server
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SOR（スケールアウト リポジトリ）

インメモリーDB
・Oracle 

Coherence
・Redis

PAC（パフォーマンス/可用性クラスター）

Enterprise Serverインスタンス

ESCWA：

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

Enterprise Server

◼ スケールアウト パフォーマンス / 可用性クラスター（PAC）

Oracle Coherence へスケールアウトレポジトリを格納できるようになりました。

目次へ

MFDBFH
・インスタンス管理



Enterprise Developer/Server
固有機能の拡張
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◼ JES 開発機能

⚫ スプール、カタログ管理

Eclipse のサーバーエクスプローラーから、スプールとカタログの情報が

管理できるようになりました。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ

Eclipse
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◼ CICS 開発機能（1/2）

⚫ BMS プレビュー

BMS ファイルに指定された定義をプレビューします。BMS エディターの

カーソル位置やアウトラインの指定により画面が切り替わり、該当項目をハ

イライトすることができます。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.
目次へ

Eclipse
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◼ CICS 開発機能（2/2）

⚫ CICS リソース管理

Eclipse のサーバーエクスプローラーから CICS PCT, PPT, FCT リソースが

管理できるようになりました。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.
目次へ

Eclipse



◼ PL/I サポート（1/3）

⚫ Visual Studio Code (VSCode)

⚫ PL/I 開発向け拡張機能を利用して、

入力支援機能やコンパイル、

デバッグ作業が行えます。

⚫ 拡張機能から簡単にダウンロード、

セットアップできます。

27
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コンパイル・デバッグには開発環境製品のライセンスが必要です。 目次へ



◼ PL/I サポート（2/3）

⚫ コンパイラの互換性強化

⚫ Intel アーキテクチャの浮動小数点 (IEEE-754-2008) をサポート

⚫ FLOAT DECIMAL 変数宣言の IEEE 属性をサポート

⚫ 組み込み関数の追加

✓ ENDFILE ✓ EPSILON ✓ EXPONENT ✓ ISFINITE ✓ ISINF

✓ ISNAN ✓ ISZERO ✓ MAXVAL ✓ MINVAL ✓ PLACES

✓ PRECVAL ✓ PRED ✓ RADIX ✓ ROUNDAWAYFROMZERO

✓ ROUNDTOEVEN ✓ SCALE ✓ SQRTF ✓ SUCC ✓ XMLSCRU宣言

28
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目次へ

Eclipse Visual Studio

Early 
Adopter 
Program 

(EAP)
Early 

Adopter 
Program 

(EAP)



◼ PL/I サポート（3/3）

⚫ コンパイラの互換性強化

JCLの制御下で実行される NOEXECOPS をサポート

⚫ デバッガの強化

AIX, Solaris 上の Enterprise Server インスタンス配下で実行される

プログラムのリモートデバッグをサポート

⚫ PL/I マクロ プリプロセッサの強化

⚫ GETENV 組み込み関数の追加

⚫ PL/I マクロ内の CALL をサポート

⚫ ITERATE, DEPRECATE, DEPRECATENEXT をサポート
29
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目次へ

Eclipse Visual Studio



◼ JES 実行環境（1/4）

⚫ ES_JES_ENFORCE_EXPIRE_DATE 環境変数

カタログ上のデータセットを削除する際に有効期限を確認するかどうかを決

定します。デフォルトでは Y（確認する）が指定され、有効期限内のデータ

セットは PURGE オプションの指定がなければ削除されず、より安全な運用

が可能になりました。

加えて、SMS MANAGEMENT CLASS では RETAIN（最大日数）指定を

サポートするようになりました。

30
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目次へ

Linux/UNIX のみ



◼ JES 実行環境（2/4）

⚫ ES_JES_LISTCAT_YMD 環境変数

カタログに含まれているデータ セット名をリストする IDCAMS LISTCAT 

コマンドの ALL オプションでは、YYYYMMDD 形式の時刻を出力できるよ

うになりました。

⚫ ALTER コマンドオプション

データセットの属性を変更する IDCAMS ALTER コマンドに、TO および

FOR オプションが追加され、保持期間を指定できるようになりました。

⚫ ICETOOL ユーティリティパラメータ

COUNT 演算子に、ヘッダーまたはトレーラーレコードが含まれるデータ

セットの処理に便利な COUNT +n, -n  がサポートされました。
31
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目次へ

Linux/UNIX のみ



◼ JES 実行環境（3/4）

⚫ ES_DSENQSHR 環境変数（1/2）

JCL に DSENQSHR がある場合とない場合の動作を設定します。

環境変数を設定しない場合は JCL の DSENQSHR 指定値が使用されますが、そ

の値が USEJC の場合は ES_DSENQSHR=DISALLOW が設定されます。

・ES_DSENQSHR=ALLOW 指定時

JCL に DSENQSHR あり：指定された値を有効にして実行します。

JCL に DSENQSHR なし：

JCL に DSENQSHR=ALLOW があるとみなして実行します。

32
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目次へ



◼ JES 実行環境（4/4）

⚫ ES_DSENQSHR 環境変数（2/2）

・ES_DSENQSHR=AUTO 指定時

JCL に DSENQSHR あり：

JCL の DSENQSHR に ALLOW または USEJC が指定されている場合は

ES_DSENQSHR=ALLOW、それ以外の値は DISALLOW として実行します。

JCL に DSENQSHR なし：ES_DSENQSHR=DISALLOW として実行します。

・ES_DSENQSHR=DISALLOW 指定時

JCL に DSENQSHR あり：JCL を DSENQSHR=DISALLOW として実行します。

JCL に DSENQSHR なし：JCL を DSENQSHR=DISALLOW として実行します。

33
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目次へ

注意：
DSENQSHR の設定に関係なく、動的排他
ロック（IDCAMS DELETE 操作など）から
生じた排他ロックは、そのジョブが終了す
るまで排他ロックとして維持されます。



◼ ターミナル エミュレーション

⚫ Micro Focus Host Access for the Cloud（HACloud）

Windows, Linux 上で運用する Enterprise Server インスタンスの

3270 リスナーへ、ブラウザベースの HTML5 を使用したアクセスが

可能になりました。

34
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目次へ

注意：
ダブルバイト文字は未サポートです。



対応プラットフォームとデータベース



◼ Microsoft Windows (x86-64)

⚫ Windows 10(*1) , 11

⚫ Windows Server 2016, 2019, 2022

36

*1) 
32 ビット Windows には製品をインストールできません。
64 ビット Windows 上にて 32 / 64 ビットのアプリケーションが開発できます。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.
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◼ RHEL (x86-64)

⚫ Red Hat Enterprise Linux 7.x, 8.x

⚫ Oracle Linux 7.x

(Unbreakable Enterprise Kernel, Red Hat Compatible Kernel)

⚫ Oracle Linux 8.x Red Hat Compatible Kernel

◼ RHEL (390)

⚫ Red Hat Enterprise Linux  8.x(x は 2 以降)

◼ CentOS (x86-64)

⚫ CentOS 7.x

37
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◼ Amazon Linux2

◼ SLES (x86-64), SLES (390)

⚫ SUSE Enterprise Linux Server 12, 15

◼ SLES (x86-64)

⚫ SUSE Enterprise Linux Desktop 15

◼ IBM AIX (POWER)

⚫ AIX 7.1.x(x は 4 以降), 7.2, 7.3

38
© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

目次へ



◼ Solaris (SPARC)

⚫ Solaris 11

◼ Solaris (x86-64)：Enterprise Developer/Server は除く

⚫ Solaris 11

39
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◼ Oracle 19c, 21c

◼ Microsoft SQL Server

⚫ 2016, 2017, 2019

◼ Microsoft Azure SQL Database

◼ Microsoft Azure SQL Managed Instance

◼ IBM Db2

⚫ 11.1, 11.5

◼ PostgreSQL

⚫ 11.x, 12.x, 13.x

◼ Amazon Aurora for PostgreSQL

⚫ 11.x, 12.x, 13.x

◼ MySQL 8.0
40
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◼ Oracle Java 8, 11, 17 (32 or 64-bit)

◼ Adoptium's OpenJDK Temurin 11, 17

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.

Eclipse IDE の利用には Java 11 (64-bit) が必要です。

目次へ



◼ Tomcat 10.x

◼ JBoss EAP 7.x(*1)

◼ Oracle WebLogic 12.2.1, 14.1.1

◼ IBM WebSphere 8.5.5, 9.0

WebSphere Liberty 21.0.0.0

42

◼ IBM's MQ series

⚫ 9.x

記載した対応情報は代表例となります。
対応状況については別途お問合せください。

© 2022 Micro Focus. All rights reserved.
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*1) テスト済みアプリケーションサーバーバージョン： 7.4.3
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